
ま と め

日医の調査は、全国の医療機関(種男1、 病院の病床規模)を平均的に抽出し
た回答結果となっている。一方、研究班の調査は500床以上の病院が中心
で、認定看護師自専門着護師も対象とするなど、回答者の背景が異なつてい

る。

現場では、一定程度、診療の補助行為として看護職員が実施していることが
わかつた。

「今後看護戦員(※看護職員(一般)十特定看護師 (仮称))の実施が可能」と
答えた割合が50%を超える項目は、日医調査では医師の回答で38項 目、看
護職員の回答で36項目であつた。研究班調査では医師の回答で112項目、
看護職員の回答で84項目であつた。日医調査では、看護職員が実施可能な
医行為の範囲を、より狭く考えていることがわかつた。

「医師が実施すべき」より「今後看護職員の実施が可能」が上回る項目(医師
回答39項目、看護職員回答38項 目)について、「看護職員 (一般)が実施可
能 |よ り、「特定看護師 (仮称)が実施可能Jが上回るものは1つもない。

「今後特定看護師 (仮称)の実施が可能」と答えた割合は、最も高いものでも、
医師 E看護職員とも「患者口家族・医療従事者教育」で、医師回答28%、 看護
職員30.7%に過ぎなかつた。
一方、研究班の調査結果では、最も高いもので5割を超え、対照的な結果と
なつた。
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〔現在につい(〕

・A`現在餐設職員が実施している)すべての|]咎 r'1こ の医行為は実施されていない」を選lltし た回答を除く。)の うち,

②「看離職員が実施t´ている」を選択した回答の割合

【今後について

'・B(医師が実施すべき):すべてのE・
j答のうち、0「医BI~か 実施すべき」を選択した回答のコ1合

・C罐護職晨/pK実 施可能 計)すべての巨1答のうち、61看護職員が実施可能,0「特定看菫師(仮称)が実施可能」を選択した回答の機合

・D(看議職員が実施可能)すべての回答のうち、⑤「看護職員が実施:可 能」を選択した回答の割合

・[(特定看護師(仮称)が実施可能)すべての回答のうち、16~「 特定看護BT(仮称)が実施可能Jを選択した回答の割合



Q.現櫂漑護職貪が鑑施していない医行輻について

○看護職員が医行為を実施していない理由

医師 看護職員 合計

回答数 % 回答数 % 回答数 %
技術や知識が不足しているから 1997 5679b 2080 593% 4077 58091

法律の問題 2677 75996 2865 81796 5542 78.89そ

マンパワーのFnl題 361 102,6 596 17096 氏
υ

Ｏ
フ 1369t

必要と思わないから 900 25591 569 162% 1469 20996

その他 220 629` 246 7.096 466 669b

| て い

回答者数 3525 3506 7031

3。 現在醤護職員が実施してしヽる医行為について

①看護職員が医行為を実施している状況

医師 看護職員 合計

回答数 % 回答数 % 回答数 %

系統だつた院内教育や実習などを経た上で
行つている

2037 5789` 2361 67396 4398 626'I

何となく行われている 1319 37491 919 262% 2238 3189(

※無回答は記載していない

回答者数 3525 3506 7031

②問題が生じたときの責任

医 師 看護職員 合計

回答数 % 回答数 % 回答数 %

明確になつている 2523 71 6% 2166 61896 4689 667,(

明確ではない 921 26191 1193 34096 2114 30196

て い な い

回答者数 3525 3506      1       7031

③責任の所在(121で「明確になつている」と回答した者のみ回答)

医師 看護職員 合計

回答数 % 回答数 % 回答数 %

医師の責任 1745 69296 977 45196 2722 58191

看護職員の責任 49 1996 248 11.4% 297 6391

共同責任 629 249% 720 33296 1349 288,(

| い アミい

回答者数 2523      1       2166 4689

④医行為を実施している場合の給与面でのインセンティブ

医師 看護職員 合計

回答数 % 回答数 % 回答数 %

ある 239 6891 202 58'6 441 639b

′Lたい 3204 909,1 3129 89296 6333 90196

| しヽ Iミしヽ

回答者数 3525 3506 7031



4.他職種による実施について(看護職員のみ回答 )

(看護職員が現在行つている業務の中で、他職種による実施が適当と考えられる業務について)

※未回答については、記載していなしヽ。

【日医追加項目】

5。 たんの吸引について

現在 今後

看護職員
のみが実施

他職種と
分握して実施

他職種による
実施が適当

番号 項 目
回答数
(人 )

比率
回答数
(人 )

比率
回答数
(人 )

比率

1 注射薬のミキシング 21059 58.796 963 27.5'6 1,359 38.8%

2
持参薬整理や内服薬の分包などの

管理
935 26.796 1,909 54.496 11881 53.796

3 採血 2,302 657'( 901 25,796 1,0:6 29096

4
配置薬 (救急カート内の薬品を含
む)点検と補充

11677 478'( 1,321 37.796 1,396 39896

5 検査やリハビリ等の送迎 648 18.5% 2,030 579% 1,914 54.6ツ

6 身体計測 1,651 47191 1,372 39100 |,559 44.5° 0

看護記録等の入力 2,655 757% 468 13300 280 8.0%

8 カルテ等の書類整理 942 26.9% 2,031 57.900 1,646 46.9%

9
案内 (病棟オリエンテーシ菫ンや病
院案内等 )

1,103 31.5% 1,645 469% 1,762 50_391

10
説明 (検査や処置に関する事前説
明等 )

1,961 55.9% 1,219 34.896 865 24.7%

配 ]書・下月議 407 11.6% 2,003 57.1% 1,886 52.4%

今後について

医師またIま看護職
員が実施すべき

介護職員が
実施可能

医師 看護職員 医師 看護職員

たんの吸引 (咽頭の手前 ) 12.1% 12.1% 850% 84.796




